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出会いから10年、これからも∞
上毛町∞チュラローンコーン大学附属小学校
「バンコク友好の翼」交流事業10周年記念式典

問 子ども未来課　町民健康係 ☎ 72-3127（内線223）

・・・・・・・・・・・・・・・・・1本
・・・・・・・・・・・・・・・・1個
・・・・・・・・・・・100g

●ニンジン
●オレンジ
●ミニトマト

・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適量
・・・・・・・・・大さじ1

●塩
●酢
●青じそ
●オリーブ油

ニンジンとオレンジ
トマトの赤サラダ

ニンジンやオレンジ、トマトには黄、橙、
赤色などの天然色素であるカロテノイ
ドが含まれています。これらは、強い抗
酸化作用をもち、体内の活性酸素を取り

除き、細胞の老化や生活習慣病の予防に役立ちます。
また、カロテノイドは脂溶性であるため、油と一緒に
摂ることで、吸収率がアップします。

①ニンジンは千切りにしてAをもみ込み、しんなりするまでおく。
②オレンジは皮をむき、果肉をとり出し、一口大に切る。
　ミニトマトはヘタをとり、半分に切る。
③❶と❷をボウルに入れ、オリーブ油を加えて、全体に絡める。
④飾りとして、千切りにした青じそをのせる。（パセリなどでもよい）

〈材料〉（2人分）

〈作り方〉

一言メモ

アンケートに
ご協力を
お願いします。

食育
レシピ上毛町食育ボランティアグループ

A

▶

問 教育委員会　教務課　文化財保護係  ☎ 72-2111（内線314）

上毛町文化協会会員募集
文化協会の会員募集団体を紹介します

名　称
日本詩道会 上毛白百合部会
（詩吟）

上毛万年の会（民舞）

築上東Music-Lovers'
（吹奏楽）
こうげ音楽倶楽部
（楽器合奏）

新吉富銭太鼓

日本舞踊初世流瑞史弥会
 （日舞）

峯豊乃会 （日舞）

フラダンス

上毛囲碁同好会

大平華道・
フラワーアレンジメント

陶水会 （陶芸）

すこやかヨガ教室

72-2566

72-2784

72-3851

※中尾　哲治
090-2511-6846

090-5284-3798

土（毎週） 15:00～17:00

日（毎週） 14:00～16:00
土（不定期） 18:00～20:00

月(第2･第4) 9:30～11:00

9:30～11:00

月 20:00～21:00

金(第1･第３)
木(第1･第2・第3）

水･土 9:00～17:00

土･日(月2回)
11:30～13:00

木（毎月第4）
（8月と12月は休み）

水（毎週）

春夏秋冬（年４回）句会
作品は年4回、こうげ文芸に掲載　

16:00～18:00

14:00～16:00

土（毎週） 10:00～12:00

10:00～20:00
10:00～12:00

水(月3回)
土(月2回)

日（不定期）

唐原コミュニティセンター

西吉富コミュニティセンター

げんきの杜

西吉富コミュニティセンター
土･日(月2回)

10:00～11:30
西吉富コミュニティセンター

火（第1・第3） 10:00～12:00

木
16:00～21:00
13:30～15:30
13:30～15:00

金
19:00～21:00

水 16:00～18:00

唐原コミュニティセンター

西吉富コミュニティセンター
唐原コミュニティセンター

唐原コミュニティセンター

東上集会所

団員宅
唐原コミュニティセンターなど

偶数月：唐原コミュニティセンター
奇数月：げんきの杜

書面にて投句・選句

宇野西区公民館

代表者自宅

代表者自宅

090-8351-6060

090-7478-0064

72-4530

090-7929-4916

080-6416-8857

090-5080-2639

090-1085-5605

代表者 電話番号 練習日 練習場所

藤本　悦子

貴村　和恵

横川　洋子

弦本　里美

竹田トシ子

出口ゑみ子

藤野　恭子

矢野　智子

大石みゆき

あかつき川柳会 月（第２） 13:30～16:30 大平支所

日（第２） げんきの杜

72-3640小林　正文

こうげ短歌を詠む会 080-5260-3141祐徳美惠子

小川　俊二

こうげ俳句会 72-4023尾形　忍

城戸多喜子

奥田　尚志

わくわく和楽器クラブ 月（毎週） 19:00～21:00 西吉富コミュニティセンター090-7589-4866奥家　周平

※詳しい練習日・練習場所については代表者の方にお尋ねください。

CIR（国際交流員）プーンシリ・ナタオーン 

　上毛町とタイ王国・チュラローンコーン大学附属小学校との交流は、今年で10周年と
いう大きな節目を迎え、5月9日げんきの杜で上毛町∞チュラローンコーン大学附属小学
校「バンコク友好の翼」交流事業10周年記念式典を開催しました。
　式典当日は、チュラローンコーン大学附属小学校から児童59名をはじめ、引率教員や
保護者の皆さん（計104名）が来町し、多くの町民の皆さんとともに10周年の節目を祝い
ました。今回は、国際交流員の視点から当日の様子をお届けします。

　上毛町出身のバリトン歌手・新見準平氏による日本とタイ王国の国歌独唱で幕を開けました。
両国への敬意と思いが込められた歌声が会場に響き渡り、10周年という節目にふさわしい厳かで
温かな雰囲気の中、式典がスタートしました。
　その後、これまでの交流の歩みを振り返る記念映像も上映されました。学校交流やホームステ
イなど、10年間の思い出が映し出されるたびに会場には笑顔が広がり、交流を支えてきた多くの
方々の思いが感じられる時間となりました。
　また、上毛町の伝統芸能である成恒神楽講による神楽「演目：大蛇退治」や、チュラローンコーン
大学附属小学校によるマーチングバンド、タイ伝統舞踊、合唱が披露されました。
　それぞれが大切に受け継いできた文化や芸術を披露する姿からは、お互いの文化を尊重しなが
ら交流を深めてきた10年間の歩みが感じられました。言葉は違っても、音楽や踊りを通して心が
通い合う様子に、会場からは大きな拍手が送られました。

■記念式典

　式典後には、子どもたちや地域の皆さんが参加する記念交流イベントが行われました。新見準平
氏とチュラローンコーン大学附属小学校の教員による共演も実現し、音楽を通して心を通わせる姿
に、多くの来場者が静かに耳を傾けていました。
　また、餅つき体験や成恒神楽講の衣装試着体験、昔遊び体験には多くの子どもたちが参加し、日本
ならではの文化に親しみながら交流を楽しみました。会場には回転焼きやキッチンカーも並び、地
域の皆さんとの会話やふれあいを楽しむ姿があちらこちらで見られました。
　初めて出会う人同士でも自然と笑顔が生まれ、交流の輪が広がっていく様子から、この事業が大
切にしてきた「人と人とのつながり」が改めて感じられるひとときとなりました。

■記念交流イベント

　10年前、一つの学校交流として始まったこの事業は、今では上毛町とチュラローンコーン大学
附属小学校を結ぶ大切な架け橋となりました。
　この交流事業に携わる中で、異なる文化や価値観に触れることで生まれる学びや気づき、そし
て人と人とのつながりの大切さを改めて感じており、この10周年の節目に立ち会えたことに大
きな感動を覚えました。交流を通して得た経験は、子どもたちだけでなく、地域の皆さんにとっ
てもかけがえのない財産となっていることでしょう。
　これまで交流を支えてくださったすべての皆さんへの感謝を胸に、この10周年を新たな出発
点として、これからも未来へ向かって交流の輪が広がり続けることを願っています。

次の10年へ


